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自然観察とは
2 .  自突きミ雀見書要。〉主主仁本イヒ

・・ ど〆uえ丈自突きミ宅と径見季冥τγる~カ3

1 えにそf自究会を雀見書署するのカ〉
大 まず自宅のまわりで

「都会人の自然保護」
・・ 雀見零空さと L二主

本 「月の模様」一一月のウサギが逆立ちするはずがない。

＊ f六色の虹J一虹は七色に決まっている

＊＊同じ自然があっても，それを見る人の心のありようによっては，同じには見えない。

＊本人聞は自分が今まで見てきた見方一一生きてきた生き方ーーでしか外界を見る

乙とができないのではないか？

＊牢牢文化のフィルターをとおして見ている

＊＊＊＊個々に違ったフィルターをとおして自然を見ている人間がいる，というζとを前提

として押えたうえで，なお，ある見方で自然を見ていとうとするのが「自然観察j

＊ピルの空を渡る烏の群れ，

本歩道の片隅に咲く野草，

本空ゆく雲の移り変わり．
｜こ山ゥー…、

自然と人間のつながりというものがだんだん

見えない人聞になっていってしまう

・自然遺 児 季 実 の 長 野皆

観察ということ ー時相手をありのままに見るというところから出発

（固定概念を捨てる）

鳳

事実を大切にする

• 
本能的な自然への飢えを満たすために自然、の中へ出かける

女土地の自然を自分の心のなかに発見していく

( －知識を試す作業ではない 1 
自然観察とは ｛ ・自分の住んでいる土地の自然を自分の心のなかに ｝ 

l 発見していく作業 ') 

日々貝続ける h 司 自分の気に入った散歩道を決める（5001!r-'2Km)

.JJ.. 
＝中身近な自然、 地域の自然を見る目を養っていく

見ょうと思って見る ー時 じっと見るーー見えなかったものが見えてくる

この経験が 鳳

「わかる」＝キ「発見」 己中心のよろ乙ぴ，発見のよろこび

宮崎発見のよろこびを知る ＝キ 自然観察の目的の第一段階 t 中心ゆ〉ら自然観察の好

きな個人に創り変える ー＃ 自然を守る第一歩

自然、の生鬼梓的価値
自然観察をとおして佳宣していく 2つの目標

季節による変化

一日のなかでの変化

天候による変化

人為的な変化

.JJ.. 
・精神的支えとしての自然の価値 ） 

ー・見続けることで，はじめて変化が見えてくる

.JJ.. 
自然観察とは，自然の事物についての知識を学ぶ作業ではない

自然観察という作業をとおして．人の精神が変革されていく

＊すべての人が，より豊かに地球を見ることができるように彼らの心を変えていく。

大人と自然のかかわりのなかで矛盾を見抜く 己中 自然観察の目的の第二段階

大 自らを変えていく t 中自然観察の目的の第ヨ2階

自然とのつながりを見る目を養い，人間の生活を守る基礎づくりをするものでなげれば

ならない。自然観察が個々の趣味を越えて．自然を大切にする一一一本当の意味で

人間を大切にする力となるためには，一人一人が自らの生き方を変え，考え方を変えな

がら．自然を見る作業を重ねていく。

都会での作業

（自分のフィールドを設定）

都会にも神社はある

ビ、ルの屋上から地域の風正義が見渡せる

汚れた川もある 水鳥の集まる川｜や池もある

公園もある

街路樹の並木もある

自分の住む地域の自然（自分のホームグランド）

女対象となる3つの自然 自分の住む地域の自然、と対比的な異質の自然、

多様なその他の自然

つL



．．どうし、ぅ 5i!.カ〉たをすーるカ3 ・・ と、、ノuえ丈ノ＼良男を士一〉くりプ之し、均五

Q) 道具を使わず感覚を生かして見る Q)  書物をとおしてではなく．自然の事物からものを諮る人間をつくりたい

＊ただの散歩で見えるものを見ていく ＝中 肉眼で見える自然が一番大切な自然、の姿 A.まず花の絵を見せて花について勉強し， 「それでは外に出かけ

て乙れにもっとも近いものを見つけましょうj

見える 1 

聞こえる ｝ 3つの感覚を訓練し，道具を使わないで見る

におう J 

三ヱ旦盤盟！
B.先ず野原に出かけて．何か花を見つけ， 「それではどんな花か

みんなでよく見てみようJ

@ まとまりのある見かたをする 古い方法と と よりすぐれた方法 （べイリ）

｛・地形的な特徴（地学的自然）

まず全景を眺める習慣をつげる ｛ ・植生的な特徴（生物的自然）

l ・人間の生活が与えている影響（人文的自然）

アガシーの有名な言葉 “S tudy nature. not book s” 

＊自然観察は自然、をありのままに眺めた人聞が，その乙とのなかから自分の思認を語れ

る様にしていくもの。

G三〉描いてよく見る

@ ささやかな自然であっても，その自然の存在と共感しあえる人聞をつくりたい

描くことによって見えてくるものがある一一スケッチそのものが大事にならないよう

－描いてみる 1 

・近づいてさわってみる ｝ 

・観察しながら気づいたことを話し合う J 

自然と親しみ自然を知る努力を続ける

. だんだん気づくようになる

自然が自分と共感しあう，自分の精神生活のうえでなくてはならない存在

＠話し合ってわかっていく

・－・ 自然観察の3段階 G卦 自然の中で何が美しく何が醜いかという，価値基準をはっきりもった人聞をつくりたい

＠疑問形で見る
@ 自分の自然をもっ人聞をつくりたい

なぜなぜそうなっているのか？ なぜそこにあるのか？ あの嶋声は何のサインだろ

う？ 乙の足跡はだれ刺可をした跡だろう？ あの烏はどんな飛ひ芳をするだろう？

「日本人はどうして，人の行くとごろに行乙うとするのだろう。われわれイギリス人は

人のいないところを選ぶのにJ イギリスの教科書

G三〉普通の生物を大事にする 珍しいものの名に乙だわらない
@ 自分が自然から得たものを他の人に伝え，自然、を大切にしたい気持ちを広げていく人間

をつくりたい
＊ 自然観察の目的は坐物の名前を覚えることではない

ぐb 採らないで見る

「子供が殺す気がお乙らないほど，生きているのもに関心を持つようにしたい……。

採集だけでは博物館はできても，自然愛好者はできない」

d忌時間の軸で見る

R自然のしくみと，人と自然、のありかたを見る 宇田 自実長雀見季言。〉目白勺
（ボーイスカウト京都連盟・平成8年 トレーニングチ－J,.第1回学習会資料 3.3.1996) 
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